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かしわばらじょうあと

　　　　　正面が柏原城跡を利用した城山公園/北側から南方向に見たところ



　　柏原城跡は城山砦跡とも呼ばれる/正面の左手が本郭のエリア、右手には二の郭、三の郭のエリアという構成になっている



　　　　　　左手の本郭のエリア



　　右手の二の郭、三の郭（二の郭の更に右手）のエリア



　　　正面に説明板が立っている





　　　「狭山市指定文化財　史跡　城山砦跡入口」とある



　ここでは柏原城は「城山砦」と表記されている



赤字のⒶのところが上記の写真の場所で、「現在地」と記されたところは南側の崖下にあたる場所（すぐ近くを入間川が流れる）/二の郭には
稲荷神社が祀られている/なお、上記の説明板は最近立てたもののようで、この概略図にある「三の郭」という表記は見当たらない



　　　　　この正面やや左手の道を下がって行くと「現在地」と記された南側の崖下にあたる場所に出る



　　　左手のこちらが本郭エリアで説明板の背後は本郭を囲む空堀となっている



空堀の外はこのような土塁跡が残っており、この道路が圃場整備に伴う発掘調査時に深さ3ｍ程の堀が検出されたところのようだ



　　　これは反対側の二の郭、三の郭方向を見たところ



　　　　　正面は二の郭のエリア/土塁のような高まりの上に稲荷社が見える



　　　　　　この窪みは二の郭（左手）と三の郭（右手）との間の堀跡のようだ



　　稲荷社



　　　堀跡を反対側から見たところ



　　三の郭から稲荷社を見たところ









　　　　　　こんな感じの高まり



　　稲荷社から三の郭方向を見たところ



　　　　　これが三の郭のエリア



　　　　三の郭エリアから二の郭、本郭方向を見たところ



こんな感じ



　　さて、この道を下がって行くと「現在地」と記された南側の崖下にあたる場所に出るのだが左手に本郭を囲む空堀が見える



　　　　　　右手を見ると二の郭にある稲荷社が見える



　振り返って説明板の立っている方向を見たところ/右手に本郭を囲む空堀が見える



　　　　　　さて、この道を少し南方向に下って行くと前方に本郭が見えてくる



　　　正面前方が本郭でこの手前の部分は土橋/左手は本郭を囲む空堀/南側の崖下への道は右手に曲がって下っている



　　ここは虎口ということになろうか



　　ここが本郭



　さて、ここではまず南側の崖下への道を下りて行ってみよう





　　　　　ここが「現在地」と記された南側の崖下にあたる場所で、柏原城跡の城山を見上げたところ



　　　　　　　左手を見たところ



　　　　　　　右手を見たところ



　　　ここにも説明板が立っている





さて、この道を戻って本郭を見てみよう



　登って行く途中から見た二の郭（左手）/右手は本郭のエリア



　　　　　左手が二の郭/正面と右手は本郭のエリア/前方に本郭を囲む空堀が見える（その手前が本郭への土橋の部分）



　　　これは左手の二の郭/正面前方に稲荷社が見える



　　さて、ここが本郭/西側から東方向に見たところ/周りを土塁が囲み、その外側に空堀が本郭を囲む



　　　反対に東側から西方向を見たところ/正面中央に土橋への虎口が見える



　　右手が虎口部分/左手前方に窪みのようなところが見える



　　この部分



　　　　　その先を見ると斜面となって一段下がったところに小さな平場がある



　　こんな感じ



　　　　　振り返ってその窪みのところを見上げたところ



　　平場から二の郭方向を見たところ



　　南側の崖下の説明板があった辺りを見下ろしたところ



　　　　さて、本郭を囲んでいる土塁を東側から西側へと歩いてみよう/右手は先程来の虎口と反対側にある虎口状の窪み



　　　　そこへ行って本郭方向を見たところ/右手に土塁が西方向へ延びている



その土塁の上を進んでみる/左手は本郭、右手は空堀になる



　右手の空堀を見たところ/空堀の向こうにも低い土塁がある



　　　　左手の本郭を見たところ



　　更に土塁の上を西方向へ進む



　　　右手の空堀とその向こうの低い土塁が見てとれる



　　　ここで土塁が止まっている



　　　ここの土塁の先端には空堀とその向こうに稲荷社のあった二の郭が見える



　　その空堀に下りて二の郭方向を見上げたところ/最初に見た説明板が立っている



　左手（南方向）を見たところ/前方から右手にかけては二の郭



　　この空堀を右手に進んで東方向を見たところ/右手が本郭、左手は低い土塁



　　　更に空堀を東方向へ進む



　　右手の本郭を見上げたところ



　更に進むと左、右とやや曲がっている



　　　　そこで振り返って歩いて来た方向を見たところ



　　　　　　更に進むと右手（南方向）へ曲がっている



　　　　右手に曲がったところで振り返る/左手が本郭



　　足元を見ると石積みがされていたのか石材が散見される



　　　　　　そして南側の突き当りはこのような右手（本郭）と左手（外部）との土橋のようになっている



　　　　こんな感じ/この先は南側の崖下へと下っている



その土橋から本郭方向を見たところで、正面が本郭からの虎口状の窪みだったところ/左手は崖となっている



これは振り返って外部方向を見たところ/こちらへ行ってみよう



　　外部の辺りから土橋、本郭への虎口方向を見たところ



ここがその外部で本郭から虎口へ進むとこの看板のあるところに出てくる/右手へ空堀の外側の低い土塁が曲がりながら西方向へ
道路に沿って延びている



　　こんな感じ



　　道路から空堀を覗き込んだところ



北側の状況/低い土塁が前方（西方向）へ延びている/この道路が圃場整備に伴う発掘調査時に深さ3ｍ程の堀が検出されたところ



　　　左手の空堀とその向こうの本郭を囲む土塁を見る



　　　　空堀の外側の低い土塁



　　　　　振り返って見たところ
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